
六ろ
く

地ぢ

蔵ざ
う

〔
指し

月げ
つ

の
東
八
町
ば
か
り
に
あ
り
。
此
所
の
ひ
が
し
は
醍だ
い

醐ご

街か
い

道だ
う

、
西
は
伏ふ
し

見み

淀よ
ど

道み
ち

、
中
に
京
街
道
あ
り
、
南
は
黄わ
う

檗ば
く

宇う

治ぢ

に
至

る
〕

地
蔵
堂
〔
大だ
い

善ぜ
ん

寺じ

と
号
す
、
浄
土
宗
な
り
、
京
道
の
角
に
あ
り
〕
本
尊
地ぢ

蔵ざ
う

菩ぼ

薩さ
つ

は
、
仁
寿
二
年
小を
の

野た
か

篁む
ら

冥
土
に
赴
き
、
生
身
の
地
蔵
尊
を

拝
し
、
蘇
り
て
後
一
木
を
以
て
六
体
の
地
蔵
尊
を
き
ざ
み
、
当
寺
に
安
置
す
。
保
元
年
中
に
平
た
ひ
ら
の

清き
よ

盛も
り

西さ
い

光く
わ

法う

師
に
命
じ
て
、
都
の
入
口
毎

に
六
角
の
堂
を
い
と
な
み
、
此
尊
像
を
配
し
て
安
置
す
、
今
の
地
蔵
巡
り
こ
れ
よ
り
は
じ
ま
る
。


